滝 は、 あまり 創作 (小説) のことば かり 想って ゐる 

のが 重苦しくな つたので スケッ チ箱を さげ て 散歩 に 出 

かけた。 —— 石段 を 降って、 又 ひよ ろ/ \ と 降って 行 

く 海辺へ 近い 松林の 中途であった。 彼 は、 風景よりも 

人通り を 気にして 小径 を 出 はずれる と 頭に つかえる 松 

の矮 林の 中へ 腰 を か > めて 姿 を 没した。 そして、 丘の 

切れ端に 来て 月見草の 間に 胡 坐 をした。 遥かの 距離 だ 

が、 灰色に 光って ゐる 砂地に 風に もて あそばれて ゐる 



風呂敷の やうな ものが 四つ も 五つ も 切りに 堂々 廻り を 

して ゐ るので、 何 だら うと 思って 見 あげる と 低く 大輪 

を 描いて 舞って ゐる鷗 達の 影であった。 

暑い 二日 日の 夕方、 遠見の 海の スケッチ 板 を 仕上げ 

て、 だが 滝 は、 た、 V ボ— ッ として ぶらぶら 帰って来る 

と 石段の 下 あたりで 彼の 行衛を 探して > もゐ たらしく 

うろうろして ゐる 細君に 出 遇った。 

「今 来たと ころな の？ 遊びに 来たの？」 

「鯡鯉 をつ かまへ るの を 見に 来たの よ、 だけど、 どう 

しても つかまらな いんだって！」 

「また …… 止めた 方が 好 いんだが な。 第一 あんな 泉水 



へ 持って行 つたって 何の 見栄えが する わけ ぢ やなし、 

無惨 に 鼻を衝 くば かりだら うが な —— 」 

「だって、 その為に わざく 掘った んぢ やない の、 小 

さい けれど 割合に 深いから 大丈夫なん だって！」 

「あれ は 何処かに 土が 入用で 寄ん どころ なく 掘った 穴 

だって 話 だぜ。 —— 金魚 ゃ駄 鯉が 少しば かリ 入って ゐ 

るら しいが、 あれで 丁度 好い と 思 ふが ね ご 

「だって 此処に 置いた つて 仕様がな いぢ やない の、 誰 

か、 V 此処に 住 むん なら 未だし も だけれ ど、 すっかり 取 

り 払 ひに なって やがて 此処に は 何処と かの 倉庫が 建つ 

ん だって 話ぢ やない の —— それとも あなたに 何 か考へ 



，ら らし そ 
思な しさ こ 



は ぢれ云 を 
、やどつ 見 





に 


な 


J"、 

な 


ゝ '■ 


あ 


い 


い 


も ； 


る 


ん 


ね 




も 


な 






の 


ら 





でも あるの？」 

」 と 滝は嗤 つた。 

黙って ゐ らっしゃ いよ、 変ね、 何でも そ 

v> ことに は 妙に 冷た さう に | 



」 と 彼女 は 蜜柑の 樹 がくれ になって ゐる 

あげながら、 何とい ふこ ともなし に 可 笑 

た。 「これでい よく 近いうちに 片づく 

あなた はつ まらないで せう、 一文に もな 

！」 

あまり、 無い 家 だからな、 これ は —— 」 



と、 二人の 鳶職が 向 ふ 鉢巻の 裸体で 縁側に 腰 を 降して 

ゐた。 二人 は 汗 を 拭 ひ 茶 をのみながら 如何しても 鯉が 

つかまらな いこと を 嘆 じて ゐた。 赧 土色の 水 を 見 降し 

て、 直ぐに 斯う 濁って しま ゃァ がるんで ね などと 

A が 腕 を こまねく と、 

「駄目 だ、 すっかりお ぢ けがつ いてし まや ァ がっても 

う 此方が 一 ト 足入れる と、 キヤ ッ 等の 方で 先に 暴れて 

濁して しま ふんだ もの！」 と B が 眉 を ひそめた。 

「これ ぢゃ、 また あさってに でもなら なけれ ァ 元通り 

にあ 澄む めえ よご 

「盲滅法に やっつけて 見る か、 もう ート 息！ - 



「どうせ 斯う なれあ 見当 も 何もあった もん ぢ やねえ か 

らな あご 

「手前え (註、 一人称 也) が、 追 ひ 込みの 中へ、 ッッ 

ベえ ちゃ ッ たんだから 熱ァ ねえ や、 けつ ッぺた あ、 ど 

うでせ 厭ッ てえ ほど ひッ つりむ いちや ッた ぁェ！ 水 

がしみ や あがる だんべ えな あ？」 

「思えの 他 これ ぁァ てえ 変な 仕事 だせえ、 間抜け 臭く 

つて 骨 を 折らせる こと 酷え や、 俺 ァ頭も 何も ガ— ンと 

しちや ッたぁ ェ！」 

「商売人 を 呼んで 来な けれ ァ 駄目ら しいな、 無闇に フ 

ンづ かめえ れァ 好いで 殺して しまった ひに ぁ片 なし だ 



からな あ！」 

A の は 見事な 竜が 背中 一 杯に 見得 を 切り 物凄い 巻雲 

が 両腕の 先き まで 翼 を 伸して ゐ る素晴 しい ほりもの だ 

が、 B の は 何故か 仕上げまでに 至らない うちに 中止し 

たもの らしく 素地の 皮膚に 般若の 面の 輪廊 だけが 八 分 

通り 型 どられ てゐ た。 滝 はいつ か B に 何故 それだけで 

中止した のかと いふ 理由 を 訊ねて 見ようかと 思った が、 

何となく 悪い 気がして 控えて しまった ことな ども あつ 

た。 

二人の 干 高い 会話が、 素通り をして 奥の 部屋で スケ 

ツチ 箱の 蓋 を あけて ゐた 滝の 耳へ 鮮やかに 聞え るので 



「いや、 これでもう 完成なん だ ご 

さう 云って、 腕組み をした 上体 を 反らせながら 凝つ 

と 微かな 眼で 画面 を 噴めて ゐた。 

「それで？」 と 彼女 は 思 はず 眩いたら しかった。 そし 

て、 

「何だか、 雪景色み たいだ わね。 真夏 だとい ふのに I 

I」 と 難 じた。 

「 」 

滝 は、 急に 顔色 を 上気 させて、 何 か 口のう ちで 眩い 

た。 細君 は、 悪る かった のか しら？ と 始めて 気附ぃ 

た。 



その 日 も 彼等 は 日の 暮れ 合 ひまで 池の 中で 騒ぎ 廻つ 

てゐ たが、 また 失敗だった。 彼等 はこ もぐ 無念の 舌 

を 鳴らしながら 留守居の 老夫婦の 居間へ 引き あげる と 

吾 家に は 戻らう ともしな いで 酒盛り を 始めた。 

滝 は、 ガランと した 座敷の 真ン 中に 上向 ふに 寝転ん 

で 天井 を 眺めて ゐた。 昼間 は 天気で さへ あれば 海へば 

かり 通って 游泳に 余念がなかった。 .：：• 何とい ふこと 

もな しに 架空に 韻文 的な 想 ひに 耽って ゐ るの はいつ ま 

でも 飽きなかった が、 金の ことな どに 気づいて、 ぼつ 

ぼつ 仕事に 取り 掛ら うかな ど、 眩いた。 

「 一 気呵 勢！」 



それが 口癖の やうに なって ゐた、 さう 思って は 彼 は 

他 易く 楽天的に なって、 更に 余裕 をつ くって 「夢」 の 

方へ 没頭して 来た。 

そして 彼 は、 うと/ \ としながら 容易に 自分の 部屋 

へ 引き取ら うと はしなかった。 滝が 書斎に 定めて ゐる 

部屋に は、 どうした わけ か 電灯が 引いて なかった。 増 

築が 出来 かゝ つた 儘で 四 五 年来 も 投げ 放しに なって ゐ 

た の だが、 察する と， J ろ 其処 は 仏間に で もす る 思案が 

あったら しかった。 彼 は 永い 間の 昼夜の 転換 を 取り戻 

すため に、 反って それ を 幸 ひに して 直ぐに 引き込める 

であらう 電灯 を 其処 だけ は 点さなかった。 そして 昼間 



だけ を、 慣れない ので 極く 稀で あつたが 海へ も 行かれ 

ない 曇り 日な どに 机に 向って ゐた。 夜に か、 る 場合が 

あると、 半ば 物 数奇から 行灯 や 燭台の 光り を 頼りに し 

て 読書 をしたり、 それ こそ 真に 愚かな 「雪景色」 の や 

うな 物 思 ひに 耽ったり した。 

「御飯 どうす る？ I 

「此処で 好い よ、 何 かおと りな？」 

「日が 暮れて しまったから あたし を 送りながら 街まで 

行かない こと、 稀に は 他所で 何 か 喰べ たいわ。 それに 

お金なら あたしが 今日 少し 位 ひ 持って ゐる わよ ご 

さう きくと 滝 は 立 所に 賛同した。 細君 は、 向 ふの 酒 



だって 春 だって ほんた うに 頂上の 日っても の は 幾日も 

ない わね、 一年中が 夫々 季節の 移り 変り 見た やうな も 

ので —— 」 

「それ ァさ うだね …… 」 

「これから は、 どうしたって 夜よ —— あの 部屋 灯りが 

あれ ぢゃ いけな いでせ う？」 

「好 いぢ やない か、 あの方が I 」 

「そんな 気分なん て —— 」 

「いや、 いくら 秋に なった つて 今度 こそ は 俺 は 夜 は 絶 

対に 止める つもり だよ ご 

話が 止 絶れ ると 彼女 は、 帯の 間から ハ— モニカ を 取 



り 出して 吹奏しながら 歩いた。 他に 彼女の 得意な もの 

と 云って は 何もなかった が、 奇妙な ことに は 彼女 は そ 

れが 器用であった。 そして 彼女 は、 中学生の 弟な どか 

ら時 に応じて 流行の 曲 を 仕入れて 来て は 練習に 熱心で 

あった。 近頃 は 「アイ • アイ • アイ」 とか 「ヴ アレン 

チア」 とか 「ライト • キヤ バレ」 などと いふ 相当の 難 

曲 (？) を 吹き こなした。 

「東京 マ— チを やって 御覧な。」 

「好きね、 あなた あれ、 昔の 運動会が。 —— 」 

…… 「巧い！ —— ぢゃ、 今度 はァ メリ キャン • ぺ 

トロ— ルご 



滝の 知らない 「森の 鍛冶屋」 の 練習に とり か、 つた。 

「何 だ 妙に 機先 を 制 しゃがるな。 誰が ナン シ— .リー 

を やって 呉れ だなん て 云った！」 

実際 何 を 聴かう か？ と 迷 ふ 時に 多くの 曲目 を 知ら 

ない 滝が 直ぐに 到達す るの は 「ナン シ—. リ—」 に 違 

ひなかった。 

「失敬な、 何んでも 俺 を あれに 決めて やが る ご 

彼女 は 滝の 眩き ごとな ど は 耳に 入れぬ らしかった。 

ナン シ— • リ —は 滝の 亡くなった 親父が、 彼等に 覚 

えさせた 「口笛」 であった。 それ は 滝の 親父が、 昔ァ 

メリ 力の 学校に ゐた頃 暑中休暇 を 利用して 捕鯨船に 乗 
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て 行く に 違 ひない、 一本道 だから 確か だ —— と 決めて、 

細君が 電話 を かけて 寄した ので —— と 年寄 は 云った。 

「おや/^、 提灯 持が 後に なって しま ふ、 何て まあお 

速い 脚 だら う！」 

「 」 

—— (さう だ、 電話が ある！) 

「お 声が 聞え ました ぜぇ！ あっしが 石段 を 降りる と 

間もなく —— 」 

「 」 

—— (あれ はたし かに 俺の もの だ！ どうして 俺 は 

斯んな ことに 気がつかな かったん だら う！) 



「奥さんに や 敵 はない、 帰る と 云 はれ、 ば、 テツ キリ 

だ！」 

「 」 

—— (あれ を 売らう、 売った く、 そこで 一 番 息が 

つける とい ふ もの だ。) —— 「お爺さん、 誰か 電話 を 買 

ふ 人 はない かしら？」 

「それ は、 また、 どうして？ 突然な！」 

「あ、 いふ もの は 即座に は 売れない もの かしら？ 明 

日に でも？」 

「何だか、 さっぱり 訳が わからな いご 

「お爺さん —— 俺 はね、 今、 六ケ 敷い 仕事 を 持って ゐ 



るんだ よ、 それ はね …… 何ァ に、 やれ ァ 何時から やつ 

たって 好い わけなんだ がね、 今の 僕と して はね、 出来 

る だけ 頭の 中に 持ち 応えて ゐ たいんだ、 持ち 応え ッ放 

しにな つてし まっても 関 はな いんだ、 面白 いんだ！ 

阿 母 や 女房に は 解りません よご 

「 」 

「旅へ 行きたい てえ から —— 俺 だって、 それ も 望まし 

いさ、 だから、 ぢゃ 出掛けよう …… そんな 君、 切 端 詰 

つたと ころで、 仕事 をす るな あ 厭 だ。」 

「そんな こと もないで せう ご 

「売って 呉れ、 売って 呉れ！ 電話 ァ 売って 呉れ ェ I 



I」 

「 …… 尤も、 この 先 此方に は 電話 はいりません ね ご 

あした 

「明日/ \！ お、、 何とい ふこ ともなく 気分が 明る 

くな つた。 —— 朝、 あいつで 起される のからして 堪ら 

ねえ や ご 

「それ あだって、 あんた が 奥さんに お頼みに なった か 

らぢ やありません かご 

「清々 と 好いだら うな、 あいつが 毎朝 掛 つて 来な くな 

つたら …… 」 

「不景気で ね、 さう 直ぐに は 売れる か 如何 か？ —— 

だが、 あんた あれが 今 急に なくなったら 困ります ぜ I 



I 奥さん を 呼べ、 それ ッ！ 何が 喰 ひたい、 それ ッ！ 

花火 を 買って 来い、 それ ッ！ あっしが その 度に 飛び 

出したん ぢゃ、 あんた の 間に は 合 ひますまい、 どうで 

すかな？」 

「居 なくなって しま ふんだ よ、 僕ァ、 居 なくなつ てし 

まふんだ から 世話 はないだ らう、 売れる と 一緒に —— 

大金 を ふところ にして か？」 

「いやはや、 どうも 好い 御 気 嫌で —— 。 石段々 のと こ 

ろ は 気をつけて 下さい、 段々 のと ころ、 石段のと ころ 

…… 未だ/ \、 もう 少し 先き、 もう 少し 先き、 まだ 段々 

ぢ やありません よ、 おつ そろし い 大股で！ 危ぃ 腰つ 



き だな！ ハヤ どうも、 まるで どうも、 大雪の 中で も 

歩いて ゐる やうな —— 」 

鳶職の A が、 見物に 来た 金魚屋から 鯡 鯉の 値打ち を 

聞いた とい ふこと を 滝に 伝へ た。 離す 気があれば、 此 

方で つかまへ て 渡すなら、 即座に これ/ \ の 価で 引き 

とりたい が、 ど うだらう？ とい ふ 話 を 持ち込んだ。 



つかまへ て 見た 上で、 また 数に 準じて、 値段 は 改めて 

相談しても 好い が、 

「お売りに ならない でせ うね、 然し まあ それ 位 ひの 値 

打ちの ものなん です つて さ ご と A が 滝に 告げた。 四 

百 円 前後と い ふ 思 はぬ 高価な 金額に 滝 は 舌を卷 い た。 

「売る ご と 彼 は、 はっきり 点頭いた。 

晚、 滝 は、 A と B を 引き 伴れ て 自動車 を 駆って 町の 

青楼へ おしあが つた。 不景気で 滅多に 絃の音 もしない 

海辺 寄りの 茶屋の 二階から、 花々 しい 太鼓の 音が 打ち 

響いた。 拍手の 音が 起り、 トキの 声が 涌き あがった。 

その 翌日から 石段の 上の 蜜柑の 樹に 取り巻かれた 陰 



気な 家 はにわ かに 普請で も 始まった かの やうな 活気 を 

呈 した。 

意地 づ くだから 一 一人 だけで やりと ほして 見せる、 一 

尾 も 残さず 生 捕りに する —— その 時日に 応じて 懸賞 を 

附 せられた A と B の 眼 は 血走って ゐた。 

「澄んだ ぞ ！」 

「叱 ッ！」 

「 一 番 投網 を やって 見よう か？」 

「馬鹿、 それ ァ 濁った 後で 使 ふんだ よご 

えさ 

「餌で だまさう かご 

「とても 今ぢゃ 餌で は 浮かね えよ。」 



泥棒の 忍び声の やうな 囁きで 滝 は、 目を醒 すと 一 処 

に 床 を 蹴った。 細君から 電話が 掛 つて 来る 時分に は 彼 

は、 酒 徳利の 載った 朝飯の 膳 を 縁側 近くに 用意して、 

新しく 取り寄せた 箱 根 細工の 脇 側な どに 凭り かゝ りな 

がら 深刻な 眼つ きで A . B の 活躍 を視 守った。 —— 滝 

は、 「頭の 中へ 持ち 応えて ゐ る六ケ 敷い 仕事！」 も 「愉 

快な 韻文 的 空想！」 も 「架空の 物語！」 も 「眼の 前の 

細事 は 一 切 没却した 広大無辺な 無呵 有の 空に 咽んで ゐ 

た 害の 忘我の 詩境！」 も 「ナン シ— • リ—」 も 「電話！」 

も 「怖ろ しい 吹雪！」 も 「た、 V 見る 一 面の 雪景色！」 

も 「 …… 一 気呵 勢！」 も、 何も彼も 鵞毛の 如く 散乱し 



て、 ひたすら 池 を 噴め、 獲物 を 待つ 尊大な ブル ジョァ 

であった。 

「来ないでも よろしい！ 邪魔になる ご 

「 •：•： い-の？」 

「 一 切 月末 払 ひに して 俺の 分 も 一 通り 仕度 をして お 置 

き。 煩い ッ ！」 

ガ チンと 受話機 を 掛ける と 彼 は、 多忙な 事務家の や 

うに 元の 座に 取って返した。 

「腹ん 逼ひ にな つて 視 いてば か リゐた つ て埒ぁ 明く め 

ぇぜ、 そんなに 濁る のが 怕 けれ あ、 小ッ ちえの を 先へ 

ねらったら どうだい —— やい、 間抜け！ 何 を ボャボ 



ャ してやが るんだ い、 此方の 隅に マ ダラが 浮いて るぢ 

やねえ かよ！」 などと A の 口調 を 真似た かの やうに 殺 

気 立って 横柄に 叫んだり、 

「それ ッ！ 八ッ 手の 下に 寄った ぞ、 投げろ、 網！ 

網！ 網！」 と 指揮の 腕 を 勇ましく 打ち 振ったり、 

「チヨ ッ！ 鈍え や/ \、 あ、、 もうあん なに 濁って 

しまった ぢ やない かご と 歯が み をして 卓 を 叩いたり、 

「こ、 ん とこで しっかり やれ、 ま ァだ朧 ろ 気に は 姿が 

見える だら う、 硝子 箱で 視 いて 見ろ や、 波が たって ゐ 

る！」 など、 勢援 したり、 さう かと 思 ふと、 

「さあく、 諸君、 もうお 午 だぜ、 休み 給へ く、 今 



が 今つ かま へ てし ま はなければ 何処へ 逃げて しま ふと 

いふ 相手ち やない、 慌てる こと はない よ —— 飯に しろ 

や、 弁当 はね、 何んでも 好きな もの をお 爺さんに さう 

云って 取り寄せて 貰 ひなよ ごな どゝ いふ 世話 も 焼いた。 

「影が 見えても ひ つ こんで しま ふんです からね、 どう 

ぞ 此方ら へ、 どうぞお 上りに なって —— J 

垣根の 間から 視 いて ゐる 見物人に 向って 彼 は、 そん 

な 注意 も 忘れずに 無理に 上段の 見物 席に 招じ入れたり 

した。 

見物人が 加 はったり すると 滝の 威勢 は、 応揚な 殺伐 

に 変って、 



「濁ったら 濁った で 好 いぢ やない か、 どんどん 踏み込 

んで 行って 引つ かき 廻せ！ 何ァ に、 二つ や 三つ 打ち 

殺した つて 関 やしない よご 

そんな 愚に も つ かな い 気前 を 示した。 

「そこん とこ を 脚で 追って 見ろ！」 「逃げ 

た？ 今、 たしかに 追 ひ 込みん 中へ 逃げ込んだ ぞ、 入 

り 口 をふさいで 見ろ ご 

A と B は 滝の 傀儡で あるかの やうだった。 滝 は、 の 

ベ つに 喋 舌り 続けて ゐた。 

「駄目 か、 たしかに 今、 その 中へ 入った と 思つ たんだ 

がな？ ぢゃ、 もう 一辺 入り口 を あけて 今度 は 二人し 



の やうに うつら/ \ として 来た。 

ギ ラギラ とする 真昼の 陽が、 生ひ繁 つた 青葉 の 面に 

白く 光って ゐた。 寂と、 もう 水の 上 は 泥 濁の ま、 で 板 

の やうな 平静に 返って ゐる。 蟬の 声が 焦げつ くやう に 

力 ま 乙す し レ 

戦 ひに 疲れた 芝居の 俠 客に 違 ひない A が、 槍に 見紛 

ふ 長柄の 網に もたれて、 八ッ 手の 間から 半身 をのり 出 

して、 凝つ と 何も 見えない 泥水 を 噴めて ゐる。 対岸の 

石灯籠の 傍で は 向 ふ 鉢巻の B が 投げる ばかりの 姿勢で 

投網 を 抱えて、 生 人形に なって ゐる。 

ぶくん！ と 水の 上で 泡が 割れる。 



「それ ッ！」 とい ふ A の懸声 もろともに、 B の 腕から 

は 網が 投げられる …… 。 

「入ったら しい ぞ！」 

「チ エツ！」 

彼等 は 再び 水の 中へ 躍り込む と、 

「お、、 深え く！」 など 云 ひながら、 狐に 化された 

図の やうな 格 構で 脚 を ふま へ 腕 を 躍らせた。 

「滅茶苦茶に 叩き込め！」 と 滝が 命令す る。 

A と B が、 躍り上がった 魚の やうに も 見える。 噴水 

の やうな し ぶ きが 雨 の やうに パ ラバ ラと 汀の 河 骨 の 葉 

を 打った。 



「暑い 時の 水遊び だ！」 と A が、 テレ たやう に 眩いた。 

「キヤ ッ！ ふくら ッぱぎ を こす ッて行 きゃあが つた、 

え、 ッ 気味が 悪い！」 と B が 胸 を さすった。 

「総攻撃！」 と A が 叫んで、 二人 はヮッ とば かりに 追 

ひ 込みの 口へ 詰め寄った。 

「あ、、 面白え くご と 滝 は、 大口 を あいて 手 を 打つ 

た。 

夕暮 になる と、 二人 は 滝の 傍に 来て、 

「この 分ぢ や、 どうも 」 

さう 云って 頭 を かいた。 

「何ァ に、 ゆっくり やって 貰 はうよ、 明日から あまり 



手荒な こと は控 へて、 何とか 考へ 直さ うぢ やない か I 

I 折角の 代物 を 痛めて しま ふの も 馬鹿/^ しいから 

ね ご 

「どうも、 日ば かり か、 つて 」 

「そんな 遠慮 はいらな いよ。 満足に つかまへ さへ すれ 

ば、 心配 はな いんだ、 一 匹 残らず 売って しま ふこと に 

肚を 決めた ご 

「あっし 達の 面目が つぶれ やしない でせ うかね、 あち 

らの お宅の 方へ？」 

「僕 ァ、 主 だよ、 こ、 の、 こ、 の、 あっちの ことなん 

て …… おい ッ！」 と 滝 は、 何となく 声 を 落して 「あの 



夜になる と 池の ま はりに は 蛙の 声が 高くな り、 虫の 

音な どもす る やうに なった。 

石段の 上の 蜜柑の 樹に 取り巻かれた 家 を、 新たに、 

いろくな 種類の 債権者が 訪れて ゐた。 

A と B では、 出入の 別荘から 手お し ポンプ を かりて 

来て、 一気 呵 勢に 池の 水 を 干して しま はう とい ふ 相談 

が 一 決した。 

滝 は、 年寄が 弾く 算盤の 面 を 眺めて ゐた。 

「旅」 が、 滝の 書斎での 「 一 気 —— な」 仕事 だけ を 待 



つた。 

土用 半ばの 曇り 日が 続いて ゐた。 波が 立ち 始めた と 

いふ 噂が 伝 へられた。 

池の ま はり は、 火事場の やうな 騒ぎであった。 年寄 

り を 初め、 自動 車屋の 集金人、 料理屋の 掛け取り、 女 

郎屋の 「馬」、 レストランの 亭主、 酒屋の 番頭、 待合の 

「お 帳場」 —— それ 等の 人々 が、 各々 双 肌脱ぎに なって 

A の 指揮に もとづきながら 懸声 そろ へ て ポンプの ハ ン 

ドル を あ をって ゐた。 無駄口 一 つ 叩く 者が なく 一同 は 

息 を 切って 眼前の 仕事に 没頭して ゐた。 上げて は 降し、 

降して は 上げる 満身の 力と 共に 思 はず ほとばしる 彼等 



の懸 声に は 恰も ナン シ— • リ— のコ— ラスの やうな 底 

力が 籠り、 颯爽の 気に 満ちて ゐた。 

家 根に 向けて B が 支へ て ゐる筒 口から ほとばしる 泥 

水 は、 中空に 小さな 虻 を ふき、 さんさん と 砕けて 雨に 

なって 軒先 を かすめた。 

滝 は、 ランプ を 買 ひに 行って 来る と 云 ひ 遺して 東京 

へ 出かけて 留守だった。 
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